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u＝X１＋X２－０．５α X１２－０．５α X２２＋e X１X２． （１）
ここで，α，e は，パラメータであり，e は負のときには戦略的代替であり，正のときは戦略的
補完である。すると財の価格は，p１＝du/d X１，p２＝du/d X２である。X１市場における財 X１の価格を
p１，同様に X２市場における財 X２の価格を p２として，以下のようになる。
p１＝１－α X１＋e X２ （２）






































































































































この結果は x２市場における企業数 n１が増加すると x２の数量は必ず減少する。したがって，右辺の
第１項，第２項ともに負となるため，企業数の増加は社会厚生の減少をもたらすという過剰参入定
理の成立が確認されている。





































































企業数 １ ２ ３ ４ ５
１ ０．０００ －０．１２５ －０．１６０ －０．１６７ －０．１６３
２ ０．１８８ ０．０００ －０．０８３ －０．１２２ －０．１４１
n２ ３ ０．３２０ ０．１１１ ０．０００ －０．０６３ －０．０９９
４ ０．４１７ ０．２０４ ０．０７８ ０．０００ －０．０５０
５ ０．４９０ ０．２８１ ０．１４８ ０．０６０ ０．０００
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